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人口と面積( 60. 10. 1)
世帯211, 934
人口630, 362　　

男319, 321　　
女311, 041

面穡53. 25km2
人口密度11, 838人/ km2

≪月2回( 5日、20日) 発行

≫

ルッ クインあだ ち区の で きごと や

ま ち の話題を

ビデオで放映中
現在19カ所でご覧になれます。

ルック インあだ ちでは、テ
レビ 画面を 通じ て、皆さんに
楽しい 情報をお伝えしていま
す。あなたの知り 合いの方が

出演しているかも知れません。
ぜひ、お近く の施設でご 覧

く ださ い。

「
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
」

で
あ
だ
ち
を

再
発
見
し
ま
し
た

樋
凵
笑
枝
f
さ
ん

笑
人
6
T

囗

在
腮

に

、
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
の

感
想
を
う
か
か
っ
て
み
ま
し
た
。

一
ル
ッ
ク
f
ン
あ
だ
ち
は
、粲
部

‥
}
、ま
し
た
。私
は
卜
町
の
雰
囲
気
か

好
き
な
ん
で
す
が
、
ビ
デ
オ
を
通
じ

て
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
に
え
ら
れ
人
麑

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自

分
の
什
む
ま
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ

や
貝
さ
を
発
M
C

き
ま
し
た
。

特
に
良
か
っ
た
の
は
、
高
齢
者
嘔

業
団
を
扱
っ
た
第
2
作
で
す
ね
。

今
陂
は
、
一
般
の
人
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
身
体
節
害
者
の
こ
と

も
。扱
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
し

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い

第
1
3作

ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
で
は
、
リ

ホ
ー
タ
ー
を
区
民
の
方
に
お
顫
い

し
た
り
、
ま
ち
の
謡
題
を
多
く
取

り
入
れ
る
な
ど
、
楽
し
く
、
親
し

ん
て
い
た
だ
け
る
乕
紕
作
り
を
す

す
め
て
い
ま
す
『

こ
こ
で

。
今
放
映
中
の
第
1
3作

の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

ル
ホ
(

特
集
)
で
は
、I
Y
Y
　
(

国
際
青
年
年
)
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
中
心
に
青
年
た
ち
の
活
動
を

紹
介
。
ほ
か
に
、
千
庄
の
祭
り
、

ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
「
ド
ル
チ
ェ

」

の
活
勣
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す

。
ぜ
ひ
、
ご
℡
く
だ
さ
い
。

ビ
デ
オ
の
感
想
募
集

ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
を
家
庭
や

各
放
映
施
設
で
ご
覧
に
な
り
、
感

想
や
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
方

を
募
集
し
ま
す
(
記
念
品
進
呈
)
。

募
集
人
数
2
0

名
(
抽
選
)

活
勣
期
間

昭
和
6
1
年
3
月
ま
で

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
庄
所
、
氏

名
、
年
齡
、戰
業
、電
話
番
气

ビ
デ
オ
の
有
無
(
ビ
デ
オ
を
お

持
ち
の
方
は
、
ベ
ー
タ
か
V
H
　
S
)

を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
H

月
2
0日
(
必
衿
)

申
込
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
〒

1
2
0
千
住
1
1
4
-
1
8
)

第
1
4作
へ
向
け
て
撮
影
が
す
す
む
(
老
人
運
動
会
)

放映塲所

区
政
の
う
ご
き

中
央
本
町
庁
舎
(
仮
称
)
で
の

取
り
扱
い
業
務
決
ま
る

中
臾
本
町
庁
舎
(
中
臾
本

町
1
-
-
卩
-
-
圭
建
設
作
哭

は
陌
調
に
進
み

、
来
年
4
月
7
H

に
聞
庁
の
予
定
で
す
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て

、
現
在

杢
吁
忿
で
扱
っ
て
い
る
串
務

の
一
部
が
中
夬
本
町
庁
が
へ

移
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
主
な
も
の
は
、

戸
柘
、
課
晩
、
納
税
、
国
民

健
Ⅲ
保
険
、
国
民
年
金
、
災

笘
対
气

十
木
闃
係
で
す
。

ポ
ペ

癲
印
1
月
に
は
、

に
の
組
呱
改
圧
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
合
せ
先

企
画
課

く
わ
し
く
は
、H
月
2
0

日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

貸出テープ一覧表 申し込みは広報課まで。
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第2回実施する機関・
請求できる公文書は?

情報公開ミニコーナー

Q
公
又
書
公
聞
条
例
が

制
定
さ
れ
た
意
義
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
公
又
溽
公
聞
条
例

は
、
一
般
に
情
報
公
聞

と
い
わ
れ
る
制
度
を
、
足
霆
区

が
実
鵆
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
X
が

も
っ
て
い
る
文
書
な
ど
区
政
に

闃
す
る
情
報
を
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
求
め
に
応
じ
て
お
兒
せ
し

た
り
。
そ
の
写
し
を
交
付
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

つ
ま
り
、
住
民
の
怛
さ
ん
に

対
し
て
は
、
区
が
も
っ
て
い
る

区
政
に
関
す
る
情
報
の
公
聞
を

求
め
る
権
利
を
保
障
し
ま
す
。

そ
し
て
区
に
は
、
公
開
を
求
め

ら
れ
た
情
報
を
、
瞋
則
と
し
て

公
閧
す
る
こ
と
を
義
務
。つ
け
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
庄
民

の
皆
さ
ん
の
知
る
権
利
が
保
障

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
公
文
占
公
閧
条
例
の

実
施
機
関
は
ど
こ
で
す

か
。A

こ
の
条
例
は
、
ぽ
の

す
べ
て
の
執
吁
機
闃
を

対
敏
に
し
て
い
ま
す
、

つ
ま
り
、
医
長
部
陥
の
本
斤

お
よ
ぴ
出
先
の
す
べ
て
の
組
織

を
は
じ
め
教
弯
委
り
会
、
選
挙

冊
理
委
貝
余
、
監
査
委
員
、
農

業
委
0
会
の
各
委
日
会
で
す
。

Q
公
閧
を
諸
求
で
き
る
-

公
文
潛
は
ど
ん
な
も
の

で
す
か
。

A
請
求
の
対
偸
と
な
る

公
文
潛
は
、
先
に
お
話

し
た
実
施
機
闃
の
職
い
が
、
そ

の
伴
み
に
闃
迎
し
て
作
吸
し
た

り
受
け
取
つ
た
文
よ
、
図
圃
「
図

面
、
地
図
万

や
写
頁
な
ど
の

よ
う
に
、
以
接
目
で
に
る
こ
と

の
で
き
る
も
の
で
す
ご

」れ
ら

の
公
又
潛
は
、
決
从
等
の
于
続

き
か
途
中
の
も
の
も
公
閧
請
求

の
対
吸
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
当
分
の
間
は
、
昭
和
6
0

年
4
月
1
日
以
降
に
作
成
し

た
り
受
け
取
つ
た
も
の
か
対
宋

と
な
り
ま
す
。

…
…情
報
公
開
に
つ
い
て
の
問
い

二
‥わ
せ
は
、
佶
報
公
開
庫
備
担

当
ま
で

。

万一の事 故に備 えて

交通災害共済

交
通
災
笘
玖
済
は
、鄒
齢
制
隕
が

な
く
、い
つ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。冢

族
冫
貝
の
加
入
を
お
勣
め
し
ま
す
。

掛
金
年
問
1
囗
迦
円
で
2
囗
ま
で

見
舞
金
ヶ
ヵ
の
程
度
に
応
じ
て
1
　

万
円
～
図
万
円
-
一
2
囗
の
場
台
は
　

倍
貊
)

加
入
力
法

区
役
所
交
通
災
害
共
済

窓
囗
か
。区
内
の
金
融
機
関
(
郵
便

Q
は
除
く
)
で

問
合
せ
先

交
通
災
害
共
済
袒
当

児
童
問
題
公
開
講
座

ゆ
れ
動
く
思
春
期
―
い
ま

、い
じ
め
は
―

現
在
社
会
間
題
化
し
て
い

る
、
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め

・
非
行
等
の
問
闖
行
勣
に
つ

い
て
、
専
門
の
先
生
方
の
話

を
中
心
に
、
会
場
の
告
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
癶
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

曰
眄
1
1
月
1
2日
(
さ

、
午

浚
1
時
3
0分
～
4
時

塲
所

産
業
振
興
館

講
師

縁
川
尚
大
氏

良

田

谷
K
立
町
士
巾
学
校
長
)
、

稲
村
阿
氏
(
筑
波
大
学
助

敦
授
)

定
員

枷
乃

当
囗
先
們
頤
)

費
用

無
蚪

問
合
せ
先

郤
・
児
童
椙
談

セ
ン
タ
ー
一
　
聾
1
1
2
　
J

、ま
た
は
区
・
児
叭
福

拑
係
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青少年の地域活動は
い ま 熱 く 燃えてい ます

11月1 日から30日まで 全国青少年 健全育成強調 月 間

齊少年の非行は第3 のピ ークを形成してい
る といわれ、足立区でも 非行・不艮行為 少年
の総数は3 年続けて増加し 、59年は 過去最 高
となっています。
総務庁、( 社) 青少年育庇国民会頡の主唱に

より全国肓少年健全育成強調月間( 11月1日～
30日) が設けら れました。 冢庭、学 校、 地

域社会が一体となり 斉少年の健全な 弯成へ の
理解と認識を求めていき ます。

青
少
年
健
全
育
成

区

民

大

会

月
は
「
全
国
西
少
年
健
全
育

問
合
せ
先

胃
少
年
対
策

成
強
調
月
閻
」
で
す
。

区
で
は
こ
の
一
環

と
し
て
、
次
の
と
お
り

畷

大
会
を
実
施
し
ま
す

。

日
時
H
月
扣
日
(
日
)
、午
唆
1
　

時
3
0
分
～
4
時
3
0
分

場
所

文
化
会
配

内
容

▽
あ
い
さ
つ
運
動
シ
ン
ホ

ル
マ
ー
ク
の
入
賞
者
発
表
と
表

彰
式

▽
講
演
・
:
深
谷
昌
志
氏
(
放
送

大
学
教
授
)

χ
-

唱

▽
事
例
発
表

国
際
青

年

年
記
念

青
年
の
主
張
大
会

山
本
コ
ウ
タ
ロ
ー
さ
ん
も
や
っ
て
き
ま
す

日
時
H

月
1
7日
口
)
、午
筏
1
2
　

時
3
0分
閧
場

会
場

文
化
会
魚

内
容
T

主
張
の
発
表

▽
飛
馬
座
の
太
鮫

▽
山
右
コ
ウ
タ
ロ
ー
さ
ん
の
搆

演
と
歌

問
合
せ
先

青
少
年
係

結婚式の準備は
整いましたか?

青年館結婚式場

青
年
館
は
、
厄
除
け
大
師

と
し
て
名
高
い
西
新
井
大
師

の
前
庭
に
面
し
て
い
ま
す
。

結
婚
式
・
結
納
・
七
五
三

な
ど
の
お
祝
い
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

冴
年
館

結
婚
式
場
　
瞋
0
0
7
8

就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
お
f
さ
ん
の
健
禳
診
断
を
各
乍

咬
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
通
知
再

(
1
0月
1
6日
発
送
芭

に
指
定
さ

れ
た
日
時
・
場
所
で
忘
れ
ず
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
立
小
学
咬
に
入
学
を

希
望
す
る
外
国
人
の
力
で
、
ま
だ

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
お
「
f

さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
冉
と
印

か
ん
を
持
穆
し
、
学
事
係
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

学
校
保
健
係
ま
た
は

学
岑
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
民
葬
儀
利
用
券

区

で

は

、
区

内

葬
祭

業

者

の

協
力

で

、
一
股

ご
冢

庭

の

た

め

、
区

民

葬

儀
利

用

券
を

発

行

し

て

お

り
ま

す

。

区

民

茆

汲
の

利

用

料
は

、

次
の

と

お

り
で

す

。

葬
燬
料
(
祭
壇
・
御
寝
棺
含
　

む
)
ノ
忿
4
ん
四
段
飾
　

り
・
。
・
1
7
>
乃
8
や
円
、
・
▽
白
　

巾
。
一
段
飾
り
・
・
・
9
万
5
f

円
、
▽
白
布
二
段
飾
り
・・
。

7
万
9

千
円

※
こ
の
ほ
か
、
賞
枢
取
濁
送

料
、
火
葬
料
、
遺
骨
収
納
容

器
料
な
ど
の
謡
経
費
が
か
か

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
指
定
店
に

ご
扣
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

戸
栖
課

変
わ
り
ま
し
た

福
祉
手
当
の

支
給
額

1
0月
1
日
か
ら
、
福
祉
手
当
の

支
給
額
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
足
立
区
心
身
障
害
者
褊
祉
手
当

月
額
1
千
哨
円
↓
1
万
円

月
額
2
千
5
0
0
円
↓
据
匱
き

▽
足
立
区
雛
病
懇
者
福
祉
手
当
　

月
額
9
千
5
0
0
円
―・
1
万
円

▽
柬
京
都
重
度
心
身
障
害
者
手
当

月
額
3
万
6
千
円
↓
3
万
8
千

円
(
H
月
支
払
分
か
ら
)

問
合
せ
先

障
害
福
祉
課

す
み
ま
し
た
か

難
病
患
者

福
祉
手
当
現
況
届

今
年
度
か
ら
該
当
疾
詞
の
調
査

を
し
ま
し
た
が
、
確
認
で
さ
な
か

っ
た
方
に
現
況
届
を
送
り
ま
し

た
。受

付
は
1
0月
3
1日
で
締
切
り
ま

し
た
が
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

方
は
、至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
1
2月
期
に
支

払
い
で
墺
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

障
害
福
祉
課

届
出
に
よ
る
国
籍
収
得
に
つ
い
て

昭
和
6
0年
1

月
1
日
か
ら
改
正

国
籍
法
が
施
行
さ
れ
、
一
定
の
条

件
を
備
え
て
い
る
外
鬧一
人
は
、
法

務
大
臣
へ
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
の
国
籍
を
取
寿
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
届
出
に

よ
っ
て
日
木
の
国
晤
を
取
寿
で
き

る
場
合
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す

が
、
改
正
国
鎭
法
施
行
前
に
日
本

人
毋
か
ら
生
ま
れ
た
7
の
国
栖
取

得
の
届
出
は
、
特
に
改
正
国
珸
法

の
施
行
日
か
ら
3
年
以
内
(
昭
和
6
2

年
末
ま
で
)

に
限
つ
て
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で

、
こ
の
届
出
を
し
よ
『つ
と

す
る
人
は
、
早
め
に
も
よ
り
の
法

務
局
に
扣
談
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

、こ
の
届
出
に
よ
り
国
羂
を
取
碍

で
き
る
条
件
お
よ
び
届
出
に
必
要

な
主
な
添
付
肖
類
は
、
次
の
芦
£

り
で
す
。

A
条

忤
ｖ

I
、
昭
和
4
0年
1
月
1
日
か
ら
昭

和
5
9年
1
2月
3
1日
ま
で
に
生
ま

れ
た
こ
と
。

2
、
日
本
国
民
で
あ
っ
た
こ
と
が

な
い
こ
と
。

3
、
出
生
の
時
に
ほ
が
日
本
国
民

で
あ
っ
た
こ
と
。

4
、
母
が
現
に
(
ま
た
は
死
亡
の

時
に
)
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

。

A
添
付
書
類
V

I

、出
生
届
の
記
載
事
項
証
明
撒
、

出
生
証
明
訝
、
分
晩
の
亊
実
を

配
氣
し
た
毋
子
健
康
手
帳
等
。

2
、
日
本
の
国
循
を
取
邨
し
さ
つ

と
す
る
人
の
出
生
時
か
ら
現
在

ま
で
の
母
の
戸
(
除
)
珸
胯
本

(母
が
死
亡
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
死
亡
時
ま
で
の
も
の
。
)

3
、
外
国
の
力
式
に
よ
り
父
毋
が

婚
姻
し
、
そ
の
婚
姻
が
毋
の
戸

籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
婚
姻
を
証
す
る
蹐
面
。

な
お
。
国
柄
取
得
の
届
出
を
す

る
に
は
、
国
珸
の
取
寿
を
し
i
つ

と
す
る
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

法
務
局
に
こ
れ
ら
の
肖
面
を
届
書

と
と
も
に
提
出
し
て
行
い
ま
す

が
、
日
本
の
国
裲
を
取
寿
し
よ
う

ｙ
y
ｙ
る
人
が
1
5
歳
以
上
の
と
き
は

本
人
が
、
1
5禾
満
の
と
き
は
親
唯

者
、
後
見
人
な
ど
の
法
定
代
理
人

か
自
ら
法
務
'£
に
出
頭
し
て
行
わ

な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
法
務
局
ま
た
は

区
役
所
に
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。

※
法
務
局
戸
籍
課
(
　
2
1
4
6
2
3
　
J

、区
・
第
1
戸
粫
係
(
　
8
8
2
　
1
1
1
1

代
)
第
2
戸
籍
係
(
　

8
8
9
6
1
6
1
)

乳 幼児
すこやか 相談

育
児
に
つ
い
て
の
悩
み
を
お
持

ち
の
方
に
対
し
'
S
E

な
知
戡
と

経
験
を
も
つ
ベ
テ
ラ
ン
の
保
ほ
が

相
談
に
心
じ
ま
す

。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
畤
・
場
所
∵
肺
'
’
野
保
育
　

園
茜
新
拌
本
町
4
一
旧
-
-
2
3
　
　

8
9
0
3
2
0
0
)
・・・
毎
週
月
・

上
曜
日

∵
親
隣
館
傑
育
園
(
梅
田
4
-
　

2
9
-
-
6
　
嵋
3
8
6
0
了
:
　

匈
週
水
・
歛
曜
凵

※
扣
談
時
間
は
、
い
ず
れ
も
相
談

凵
の
午
的
9
時
I
午
陂
5
時
。

相
鹸
力
法
血
接
ま
た
は
電
話

問
合
せ
先

児
叭
M
祉
係

く らし
の
情報

住
宅
修
繕
資
金
の
融
資

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修

繕
や
、
1
0平
方
む
以
下
の
増
築
、

ま
た
は
宅
地
の
整
備
を
お
3

茂

の
方
で

、
資
金
に
お
困
り
の
場

合
、
金
融
機
関
に
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
額
2
0
万
円
～
　

図
万
円
ま
で
(
増
築
を
含
む

燮
・に
は
2
9
0万
円
ま
で
)

利
率

年
7
.
7
%
(区
が
3
%

の

利
子
を
補
給
し
ま
す
)

取
扱
金
融
機
関

富
士
銀
行
、

耻
立
信
用
金
圃
、
成
和
信
用

金
嗜
、
足
立
農
業
協
同
樋
合

の
区
内
本
店
・
支
店

申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
な

書
頬
奮
岸
え
て
、
工
事
の
1
　

ヵ
月
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
(
工
事
養
工
後
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
)

※
申
込
の
し
お
り
は
、
区
民
生

活
係
と
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

区
民
生
活

係

家
屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方
ヘ

住
居
表
示
実
施
地
ほ
内
に
冢

屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方

は
、
庄
所
を
付
け
る
た
め
の
届

出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
と
正
し
い

住
所
が
付
け
6
れ
ず
、
転
入
・

転
居
届
が
で
き
ま
せ
ん
。
届
出

に
は
、
建
築
確
認
鏘
一
式
と
印

か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
合
せ
先

庄
居
表
示

係

島
糀
屋
公
園
の
休
園

島
昵
屋
公
園
は
、
改
良
工
事
3

月
ま
で
休
園
し
ま
す
。

の
た
め
、
H
月
中
旬
か
ら
來
年

問
合
せ
先

公
園
課

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
左
表
の
地
毓
が
水

洗
化
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
地
域
に
お
住
い
の
方
に
は
、
3

年
以
内
に
水
洗
化
工
亊
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

閲
む
せ
先

都
下
水
道
局
小
菅

支
社
　

唯
8
8
2
2

、
ま

た
は
区
下
水
逎
課
　
8
8
9
6

白
鬚
西
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

江
東
地
区
に
お
け
る
防
災
拠

点
の
一
つ
で
あ
る
白
鯛
酉
地
M

の
都
市
計
回
案
に
対
す
る
、
環

境
面
へ
の
影
響
を
予
測
。
評
価

し
た
環
境
影
響
評
価
書
が
公
示

さ
れ
ま
す
。

そ
の
内
容
を
区
民
の
方
に
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
縦
覧
し
ま

す

。

縦
覧
期
間
1
1
‥
月
8
日
1
2
2
日

縦
覧
場
所

都
・
環
境
保
全
局

環
境
管
理
部
、区
・
環
境
課
、

常
東
図
書
館

問
合
せ
先

都
・
環
境
保
全
笳

環
境
眥
理
部
　
2
1
4
7
4
1
　
1

、
区
・
環
境
課

街
路
灯
が
点
灯
し
て
い
な
い
と
き

区
内
に
は
、
区
で
管
理
す
る

街
路
灯
(
オ
レ
ン
ジ
色
)
が
2

万
8
千
灯
あ
り
、
防
犯
、
交
通

安
全
の
役
目
を
啝
し
て
い
ま

す
。も

し
、こ
の
街
路
灯
が
点
灯

し
て
い
な
い
と
き
は
、
お
手
数

で
す
が
所
在
地
お
よ
び
管
理
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ
先

衝
路
照
明

係
・
l翻
6
1
6
1

私
道
防
犯
灯
設
置
の
助
成
金

逎
略
幅
員
が
日
む
以
上
の
私

逎
上
に
設
置
す
る
防
犯
灯
に
対

し
、
慓
凖
工
事
費
の
8
創
に
相

当
す
る
額
の
助
或
金
が
出
ま

す
。

設
毀
計
画
の
あ
る
町
会
・
自

治
会
は
、
お
早
め
に
申
鋳
し
て

く
だ
さ
い
。

申
瞶
。
問
合
せ
先

衝
路
照
明

係
　
8
8
9
6
1
6
1

建
築
設
備
の
定
期
報
告

掌
校

岡
院
、
ホ
テ
ル
、
共

同
庄
宅
な
ど
多
数
の
人
が
利
用

す
る
特
殊
建
築
物
の
う
ち
、
区

長
が
指
定
す
る

定
規
模
以
上

の
建
築
設
備
(
換
気
・
排
煙
・

紿
排
水
般
備
、
非
常
用
の
照
明

装
置
)
の
所
有
者
、
ま
た
は
管

理
者
は
、
肓
年
定
期
的
に
検
査

資
格
者
の
検
査
を
受
け
、
そ
の

結
果
を
区
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

こ
の
制
度
は
。建
築
設
備
の

適
正
な
維
持
管
理
を
は
か
り
、

安
全
、
衛
生
、
防
火
、
避
難
の

現
状
を
的
確
に
は
握
し
、
災
害

を
禾
然
に
防
止
し
よ
う
ぐ
歹
る

も
の
で
す
。

報
告
す
る
建
築
物
お
よ
び
建
築

般
備

左
表
の
と
お
り

報
告
期
限
H

月
3
0日

く
わ
し
く
は

建
簗
課
設
偉

係
へ
。
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ひ
ろば

=
募
集
し
ま
す
=

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
江
北
毎
週

木
暄
日
/
午
殴
2
時
3
0
分
と
7

時
か
ら
/
上
沼
田
町
会
会
館
/

入
会
金
2
千
円
、月
額
3
千
円
/

▽
町
田
　
8
9
6
5
5
9
1
(
夜
)
　

歌
声
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
ん
ど

毎
月
2
回
以
上
予
定
/
青
年
館
/

区
内
青
年
男
・
女
対
象
�
/
無

料
/
▽
襯
　
6
0
5
8
4
1
2
(
夜
)
　

足
立
地
区
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

隊
員
小
学
2
年
以
上
随
時
受

付
/
も
よ
り
の
団
を
紹
介
し
ま

す
/
▽
三
醺
　
莇
8
2
6
9

東
和
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

毎
週
水
矇
日
/
午
後
7
時
1
8

時
4
0
分
/
北
三
谷
小
体
育
館
/

月
額
2
千
伺
円
/
▽
本
多
・
1
6
2
0

0
3
8
9
(

夜
)

=
開
催
し
ま
す
=

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
コ
ン
サ
ー

ト
手
話
コ
ー
ラ
ス
付
の
バ
ン

ド
で
す
/
H
月
2
2
日
/
午
後
6

時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
竹
の
塚

杠
会
教
育
館
/
3
0
0
円
/
▽
徳
森
　

Ⅲ
0
8
9
4

佐
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
将
棋

大
会
1
1
月
1
0
日
/
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
頃
/
佐
野
社
会
教

育
館
/
無
料
/
▽
小
沢
　
鳫
8

バ
ザ
ー
(
花
畑
共
同
作
業
所
)

バ
ザ
ー
用
品
の
提
供
を
/
1
1
月

1
0
日
/
午
前
1
0
時
～
正
午
/
保

木
間
第
5
都
住
広
場
/
▽
花
畑

共
同
作
業
所
　
8
5
8
9
2
3
4
(

火
・
木
・
金
主

曜
日

昼
間
)

な
ぎ
な
た
初
心
者
講
習
会

①
1
1
月
9
・
1
6
日
、午
後
2
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
/
H
月
1
3
・

2
0
日
、午
後
7
時
～
8
時
・
:
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
②
H

月
川
一
・
1
7
日
、
午
後
2
時
～
3

時
・
・
・
千
寿
第
四
小
体
育
館
/
小

学
生
以
上
の
男
女
/
淵
円
/
▽

内
田
　
8
8
6
3
9
8
9
(

足
立
区

な
ざ
な
た
連
盟
)

O
先
着
順
に
掲
載
し
ま
す

投
稿
先

広
報
課
(
〒
1
2
0
　

千
住
1
1
4
-
1
8
)

あんぐる

洋
品
店
の

娘
さ
ん
は

民
謡
大
会
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
!
!

…
…
石
黒
香
苗
さん

9
月
8
日
の
埼
玉
県
と
同
県

民
誣
協
会
主
催
の
秩
父
音
頭
全

国
大
会
で
艷
浜
7
丁
目
在
庄
、

私
立
女
子
高
1
年
生
の
石
黒
香

苗
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

津
軽
三
味
線
に
ひ
か
れ
、小

学
校
4
年
の
時
か
ら
民
謡
と
三

味
線
を
習
い
始
め
た
そ
う
で
す

が
、
民
誣
の
節
回
し
が
わ
か
っ

て
き
た
の
は
。こ
こ
2
、
3
年

と
の
こ
と
。
そ
の
後
、
柿
進
の

か
い
あ
っ
て
。昨
年
同
大
会
で

準
優
膊
。
そ
し
て
今
年
の
攪
勝

と
閧
花
し
た
よ
う
で
す
。

今
年
、日
本
民
誣
大
賁
の
柬

京
代
表
の
2
人
に
ま
で
勝
ち
残

っ
た
香
苗
さ
ん
は
、
2
0代
の
う

ち
ま
で
に
日
本
一
に
な
る
こ
と

を
目
傑
と
し
て
い
る
と
か
。

草
加
の
け
い
こ
場
で
は
、
今

日
も
大
き
な
声
が
部
屋
を
ふ
る

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

練習に余念のない香苗さん

生活用品

交換即売会

あ
な
た
の
冢
の
中
に
使
わ
れ
る

こ
と
な
く
押
入
れ
な
ど
に
し
ま
わ

れ
て
い
る
生
活
用
品
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

家
の
中
を
見
直
し
、
不
用
な
品

物
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
有
効
に
活

用
す
る
た
め
生
恬
用
品
交
換
即
売

会
に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

A
出
品
受
付
v

日
時
・
場
所
▽
H
月
1
9
～
2
0
日
　

・
:
消
費
者
セ
ン
タ
ー

▽
1
1月
2
1日
・・・
亀
有
信
用
金
市

竹
の
塚
支
店

い
ず
れ
も
、乍
前
1
0
時
～
午
後
　

3
時
受
付

取
扱
品
目

日
常
生
活
必
需
品
な

ど
、
使
わ
れ
る
方
の
身
に
な
っ

て
十
分
使
用
可
能
で
、
濟
潔
か

つ
安
全
な
も
の

※
出
品
で
き
な
い
品
物

▽
医
薬
品
、
化
粧
品
、
動
榲
物

▽
古
善
(
型
が
古
く
、
シ
ミ
の
つ

い
た
衣
服
な
ど
)

▽
下
善
類

▽
食
髱
品

▽
カ
メ
ラ
、
貴
金
禹
、
高
級
衣
料

品
等
高
価
な
も
の
(
販
売
希
望

価
格
が
3
千
円
以
上
の
も
の
)

▽
消
耗
が
は
げ
し
く
、
再
活
用
が

困
難
な
も
の

▽
特
に
こ
わ
れ
や
す
い
も
の

出
品
価
格

出
品
の
際
、
希
望
の

価
格
を
蘓
め
て
く
だ
さ
い

清
算

膺
算
日
時
は
、
出
品
の
際

知
ら
せ
ま
す
(
手
数
料
と
し
て

売
上
金
の
I
割
徴
収
)

A
即
売
会
v

日
時
1
1
月
2
9
日
、午
前
1
0
時
～
　

午
後
4
時
/
1
1
月
3
0
日
、午
前

1
0
時
～
午
後
2
時

塲
所

産
業
振
興
館
(
足
立
区
消

費
者
展
の
会
塲
に
て
生
活
用
品

交
換
即
売
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
設

け
ま
す
。)

主
催

足
立
区
、
足
立
区
消
賢
者

友
の
会

問
合
せ
先

消
贄
者
セ
ン
タ
ー
　

Ⅲ
1
3
9
2

工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
技
能
講
習
会

曰
眄
H

月
2
5
日
1
1
2
月
1
3
日

(土
・
日
曜
を
除
く
1
5日
閧
)
　

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
場
所

内
職
補
導
所

定
員
1
6

名
(
先
n
順
)

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
一
部
実
費
負
担
)

申
込
方
法

庄
所
を
確
認
で
き
る

も
の
(

健
康
保
険
証
等
)
夲
痔

参
の
う
え
、
本
人
が
匱
接
申
し

込
み
の
こ
と

申
込
受
付
H

月
1
8日
、
午
前
9

時
か
ら
受
付
閧
始

申
込
・
問
合
せ
先

内
職
補
導
所

貘
7
3
4
6

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
解
消
す
る

た
め
の
運
動
(
8
)

大
正
1
5年
、
擂
岡
迚
隊
内

で
差
別
亊
件
が
お
き
ま
し

た
。水

平
社
の
抗
議
に
よ
り
、

差
別
を
無
く
す
る
講
習
会
を

閧
く
約
東
を
し
ま
し
た
が
、

そ
の
約
朿
は
守
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

水
平
杠
は
福
岡
連
矇
へ
の
入

隊
拒
否
や
差
別
を
や
め
さ
せ

る
た
め
の
署
名
。鼎
動
な
ど
を

ひ
ろ
く
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
7
年
末
か
ら
8

年
に
か
け
て

、
戡
判
所
差

別
椹
件
が
お
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
香
川
蚪
の
同
和

地
区
の
酉
年
が
、
同
和
地
区

外
の
女
性
と
知
り
あ
い
、
結

婚
を
約
束
し
て
同
睹
し
た
と

こ
ろ
、
女
性
の
父
双
が
「
だ

ま
さ
れ
て
誘
拐
さ
れ
た

」
と

高
松
や・蚣

蓍
に
訴
え
た
事
什

で
す
『

高
松
地
方
拔
判
所
は
、「
部

落
民
は
、
結
婦
に
さ
い
し
て

自
分
の
身
分
を
相
手
に
知
ら

さ
す
結
婦
す
る
の
は
犯
菲
で

あ
る

」と
し
て

、同
和
地
区
の

青
年
を
有
罪
に
し
ま
し
た

。

す
で
に
、
法
制
上
は
廃
止

さ
れ
て
い
る
封
建
的
身
分
を

法
的
に
認
め
、
無
実
の
青
年

の
人
痊
を
じ
ゅ
う
り
ん
し
た

点
で
、
悪
貫
な
我
判
と
い
え

ま
す
。

こ
の
裁
判
に
対
し
て

、
水

平
社
は
全
国
的
な
運
動
と
し

て
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

全
国
水
平
杜
は
、
同
和
地

区
ご
と
に
糾
弾
闘
争
委
n
会

を
つ
く
り
、
全
国
的
な
活
勣

に
も
り
あ
げ
ま
し
た
。

清
。頤
大
け
進
、
司
法
大
臣

や
検
事
総
艮
に
対
す
る
抗
議

を
・展
開
し
た
結
粱
、
肖
年
は

阪
釈
放
さ
れ
、
一
方
。
関
係

者
は
退
鵈
、
転
任
な
ど
の
処

分
と
な
り
、
や
っ
と
た
た
か

い
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。爬

正
1
1‥年
3
月
3
日
に
創

立
さ
れ
た
こ
の
水
平
扛
の
活

勣
は
。
数
々
の
成
熨
を
践
し

て

、
昭
和
1
5年

、
第
1
6回
人

会
を
M
唆
と
し
て
終
り
を
告

け
、
戦
時
中
は
中
断
し
ま
し

な『し
。同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

乙‥
わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対

策
恨
ヨ
ヘ
。

・゙

く
ら
し
の
情
報

無
料
商
工
相

談

区
で
は
、
商
店
や
工
場
の
経

営
が
よ
り
発
展
す
る
よ
う
に
、

専
門
的
知
識
と
経
験
を
も
つ
相

談
員
が
相
談
に
C
じ
て
い
ま

す
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時

▽
商
業
・

週

火
・
木

眤
日

▽
工
業
・・・
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日
、い
ず
れ
も
午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

経
済
課
商
工
相
談
室

相
談
内
容

経
営
、
金
融
、
経

理
、
下
請
あ
つ
廿ん
な
ど

問
合
せ
先

経
済
課

下
請
企
業
の
紹
介
・
あ
っ
せ
ん

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
H
月
1
5
日
(
金
)
、午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

区
役
所
7
階
会
議
室

対
象

中
小
企
業
経
営
者

主
催

都
中
小
企
業
振
興
公
社
、

区
役
所
経
済
諜

問
合
せ
先

経
済
課

は
か
り
の
定
期
検
査

営
業
用
藏
引
・
証
明
)
に
、

は
か
り
を
使
Ⅲ
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
定
闡
検
査
を
受
け
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
は
、
下
表
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず
倹
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
時
間
午
前
9
時
3
0
-
兮
～

午
吸
3
時

問
合
せ
先

経
済
課
、
ま
た
は

都
計
叭
検
定
所
検
査
課

挧
7
2
5
1

足
立
区
中
小
企
業
融
資

区
で
は
、
中
小
企
業
者
の
た

め
に
、
下
衣
の
融
資
を
金
融
機

関
に
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す
。

年
汞
に
必
要
な
資
金
等
も
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
お

申
し
込
み
く
た
さ

し問
合
せ
先

経
済
課

- - ‥
足 立 区 中 小 企 業 融 資

衛生健康は
ちいさな　
努力の
つみかさね

厚
生
省
で
は
、
健
康
を
積
極

的
に
保
持
・
増
進
す
る
た
め

に
、
食
生
活
指
針
を
発
表
し
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
自
党
を

も
っ
て
食
生
活
の
改
善
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

m
、
多
様
な
食
品
で
栄
餮
バ
ーフ

ン
ス
を

▽
1
日
3
0
食
品
を
目
標
に
　
v

主
食
・
主
莫
・
副
菜
を
そ

ろ
え
て

②
、
日
常
の
生
活
活
動
に
見
あ

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

▽
食
べ
す
ぎ
に
気
を
つ
け

て

、
肥
満
を
予
防

▽
よ
く
か
ら
だ
を
勣
か
し
、

食
亊
内
容
に
ゆ
と
り
を

③
、
脂
肪
は
I
と
質
を
考
え
て

▽
脂
肪
は
と
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に

▽
動
物
性
の
脂
肋
よ
り
植
物

性
の
油
を
多
め
に

④
、
食
塩
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に

▽
食
塩
は
1
日
1
0り
以
下
を

目
標
に

▽
調
理
の
工
夫
で
、
む
り
な

く
減
塩

⑤
、
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
う
楽
し

い
食
生
活
を

▽
食
卓
を
家
族
ふ
れ
あ
い
の

場
に

▽
家
庭
の
味
、
手
づ
く
り
の

こ
こ
ろ
を
大
切
に

※
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で
は

栄
養
教
室
や
栄
養
相
談
を
臾
施

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

栄 養 の バ ラ ン スを

精
神
衛
生
講
演
会

現
在
年
々
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
健
康
障
害
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す

。
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰

摂
取
が
、
神
経
系
・
心
血
管
系

な
ど
に
廈
大
な
障
害
を
お
こ
す

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま

す
。ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
や
そ
の
飲

み
方
の
正
し
い
知
識
を
得
'
{
だ

め
に
、
専
門
冢
に
よ
る
講
演
会

と
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
H

月
1
4日
(
木
)
、
午
後

2
時～
4
時
3
0分
(
1
時
3
0
　

分
閧
場
)

塲
所

足
立
保
健
所
講
堂

鴣
師

斉
藤
学
氏
(
都
精
神
医

学
総
合
研
究
所
副
参
亊
・
医

師
)

演
題

心
の
チ
ェ
ツ
ク
ポ
イ
ン

ト
・
飲
酒

定
員
8
0
名
(
先
酋
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
　
8
5
5
4
1
5
1

愛
犬
家
の
皆
さ
ん
ヘ

O
愛
犬
の
散
歩
に
は
、
ビ
ニ
ー

ル
、
新
聞
紙
な
ど
を
用
意
し
、

犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主
が
始
末
し

て
、
ま
ち
の
美
化
に
日
頃
か
ら

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

A
足
立
、
千
住
保
健
所
V

申込・問合せ先

足立保健所　855・4151　 中臾本町保健梍談所　880Ⅲ5

干僅保健甬　捌4277　 東 和 保健相談所　606　4悁

区・衛生部　882- 1泪( 代) 江 北 保僅相談所　896- 4004
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募 集 ・催し物

いい汗かいて
寒 さをふきとばそう!

区
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

1
2月
8

日
(
日
)

受
忖
当
日
、午
前
8
時
ま
で
に
　

受
付
奮
`
了
す
る
こ
と
(
小
雨
　

・
小
雪
決
行
。
荒
天
の
場
合
は

1
2月
5
日
に
順
延
)

コ
ー
ス

荒
川
同
川
敷
右
に

♀

倖
新
椣
～
扇
大
娯
問
)

集
合
塲
所

千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

対
象

区
内
在
陛
・
在
勁
・
在
学

者
種
目
・
距
離

▽
中
学
男
子
の
部
(
4
?
む
)
　

▽
中
学
女
了
の
部
y
冫
む
)
　

V
高
皎
男
了
の
部
(
5

冫
じ
)
　

∵
高
校
攵
子
の
部
(
2
J

懿

▽
一
般
男
子
の
部
(
5
?
)
　

▽
一
股
女
子
の
部
(
2

冫
び
)
　

▽
壮
年
男
子
の
部
(
年
齡
別
に

2
E
a

・
4
冫
む
)

申
込
力
法

匱
椄
窓
囗
ま
た
は
、

往
厦
(
ガ
キ
に
住
所
。
氏
名
、

年
齢
(
学
年
)
、
電
話
番
弓
お
よ

び
穐
目
を
記
入
の
こ
と

※
な
お
、3
5歳
以
上
の
方
は
、
当

日
血
圧
測
定
と
医
師
の
問
診
を
受

け
て
い
た
だ
瘴
ま

す
。

申
込
期
陂
H

月
2
1日
(
必
譱
)

申
込
・
問
合
せ
先
体
弯
屎
(
〒
　

1
2
0
千
住
I
-
4
1
8
)

区
民
歩
け
歩
け

大
会

日
眄
H

月
2
3日
(
雨
天
の
場
合

は
2
4日
)
、T
前
9
時
か
ら

コ
ー
ス

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

♀
住
新
僑
ス
タ
ー
ト
…
都
市

晨
業
公
園
ゴ
ー
ル
)
7
健
脚
コ

ー
ス
(
都
市
牋
業
公
園
～
千
住

新
橋
間
往
嗄
)

参
加
資
格

区
内
在
庄
・
在
勤
・

在
学
者

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名

年
齡
、
コ
ー
ス
名
を
記
入

申
込
期
限
H

月
1
6日
(
消
印
有

効
)

申
込
・
問
合
せ
先

体
育
課
(
〒

1
2
0
千
住
卜
4
-
1
8
)

ス
ケ
ー
ト
初
心
者

講
習
会

日
時
1
2
月
2
・
3
・
4
日
、
午

唆
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分

鳩
所

松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
(
松
戸
駅
東
口

近
く
か
ら
送
迎
バ
ス
あ
り
)

対
象

▽
区
内
在
住
の
小
学
4
年

生
～
中
学
生
ま
で
の
子
と
観
　

▽
区
内
在
住
・
在
勤
の
1
6歳
以

上
の
方

講
師
　
日
本
ス
ヶ
I
ト
連
盟
公
認

指
導
員

定
員
　
囹
名
(
先
咎
順
)

費
用
　
無
料
(
た
だ
し
、
貸
靴
利

用
料
金
3
0
0
円
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

氏
名
、
年
齡
、
性
別
、
電

話
番
号
を
記
入
の
こ
と

申
込
先
　
体
育
課
ス
ケ
ー
ト
講
習

会
担
当
(
〒
凶
千
住
―
-
4
-
　
1
8
) 青

年
の
た
め
に

対
象
…
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
で
3
0歳
以
下
の
方

フ
イ
ル
ム
・
メ
ー
キ
ン
グ

み
る
ピ
デ
オ
か
ら
撮
る
ビ
デ
オ

に
…
…
。
創
造
的
な
ピ
デ
オ
作
品

を
つ
く
n
ま
し
ょ
う
。

日
時
H
月
2
7
叺
1
2
月
8
・
1
8
　

・
2
2
日
、
1
月
1
6
・
1
9
日
、
日
　

曜
日
は
午
前
1
0
時
～
正
午
、
水
　

・
木
曜
日
は
午
後
7
時
～
9
時

場
所
　
青
年
館

内
容
　
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
、
繝
集
技

術
の
基
本
を
学
ぴ
跌
画
を
作
る

定
a
2
0
名
(
抽
選
)

費
用
　

無
料
(
ビ
デ
オ
テ
ー
ブ
自

己
負
担
)

申
込
方
法
　

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齡
、
電
銛
番
号

ピ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
の
方

は
機
種
名
を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
　
H

月
1
5日
(
消
印
有

効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
胃
少
年
係
　

(
〒
図
千
住
1
-
4
-
1
8
)

婦
人
の
た
め
に

対
象
…
区
内
在
住
・

在
勤
の
婦
人

手

芸

教

室

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
H
月
1
3
日
(
水
)
、午
険
1
　

時
～
4
時

内
容
　
マ
ク
ラ
メ
の
小
物

定
員
　
3
0
名
(
先
棆
順
)

費
用
　
剛
円

申
込
力
法
　
窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

1

　
晦
7
1
0
1

□
花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
H

月
2
2日
(
金
)
・
2
9日

(
金
)
、
午
後
1
時
I
4

時
3
0分

内
容

朷
心
者
の
た
め
の
『
手
祠

み
セ
ー
タ
ー
』基
本
を
編
む
(
女

性
普
)

定
s
　
3
0
名
(
多
数
の
際
は
抽
選
)

費
用
2

千
9
6
0円(
当
日
持
参
)

申
込
方
法
　
往
厦
ハ
ガ
キ
に
住

所

氏
名
、
年
齡
、
電
詁
番
气

教
室
名
を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
　
H

月
1
0日
(
消
印
有

効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

ー
(
〒
1
2
1花
畑
4
1
1
6
1
1
3
　

　
屆
2
6
1
7
)

生

活

教

室

□花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
　
H

月
1
3日
(
水
)
、
午
険
1
　

時
3
0分
～
3
時

内
容
　
こ
ろ
ぱ
ぬ
先
の
杖
、
ご
用

心
、
あ
な
た
は
猖
石

れ
て
い
る

『
訪
問
販
売
な
ど
の
特
殊
販
売
』

に
つ
い
て

定
員
　
3
0
名
(
先
矜
順
)

費
用
　

無
料

申
込
万
法
　
窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
。
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

1

　
8
5
0
2
6
1
7

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
　
H

月
1
9日
(
火
)
、
午
峻
1

時
3
0分
I
4

時

内
容

生
活
　倩
報
の
整
理
と
活
か

し
方

定
員
　
3
0
名
(
先
橢
頤
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
郡
セ
ン
タ

ー

　
隔
7
1
0
1

老
人
の
た
め
に

対
象
…
6
0歳
以
上
の区

民

版

画

教

室

日
時
　
1
1月
3
0日
(
士
)
1
2月
1
　

日
(日
)
、
午
後
1
時
～
3
時

場
所

老
人
会
館

内
容
　
年
酲
状
用
皈
則
の
つ
く
り

方
定
員
　
2
0名
(
申
し
込
み
多
畝
の

場
皀
は
抽
選
)

申
込
方
法
　
窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
H

月
1
2日

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
会
館
　

(
西
保
木
閧
4
-
9
・
-
I
　
　

翻
9
7
3
2
)

各
種
講
演
会

対
象
…一

般
区
民

□
中
央
図
書
館

日
畤
　
1
1
月
汨
日
(
凵
)
、
午
唆
2

時
I
3

時

演
題

「
活
動
写
真
の
犇
舂
時
代
」

講
師

松
田
舂
翠
氏
(
活
勣
弁
士
)

定
員

Ⅲ
名
(
入
場
無
料
)

申
込
方
法
　
当
日
匱
接
会
場
へ

問
合
せ
先
　
中
央
図
唐
館

　
碣

□
や
よ
い
図
書
館

日
時
　
1
1月
2
4日
百
)
、午
後
2

時
I
4
時

演
題

「f
ど
も
の
本
の
読
ま
せ

方
」

講
師
　
西
本
鷄
介
氏
(
児
童
又
学

者
・
学
芸
大
講
師
)

定
員
　
匐
名
(
先
譱
順
)

申
込
力
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
や
よ
い
図
丹

館

　
8
5
2
1
4
3
3

□
東
部
セ
ン
タ
ー
…
婦
人
セ
ミ

ナ
ー
公
開
講
座

日
眄
　
H

月
2
1日
(
木
)
T

峻

1
時
卸
分
I
I

時

内
容
　
家
族
と
共
に
生
き
る

講
師

沖
藤
典
子
氏

フ

ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
冢
)

定
員
　
図
名
(
先
拾
讐

申
込
方
法
　
窓
囗
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

臾
部
セ
ン

タ
ー

　
6
7
1
0
1

足立区文化祭
下表のとおり区内 各会場で実施し ます。 区民の皆さ

んの力作 、熱演をご観覧、ご鑑賞ください。

問合せ先　文化係

総合スポーツセンター 859- 8211
公社事業あんない

東
和ふ

れ
あ
い

ま
つ
り

東
和
社
会
敦
膏
館

で
は
、
当
館
利
用
老

の
合
同
参
加
に
よ

る
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
を
聞
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
い
で
く
た

さ
い
。

日
時
　
1
1
月
1
6
・
1
7
　

日
午
前
9
時
～
午
　

陵
7
時
(
1
7日
は

午
唆
5
時
ま
で
)

内
容

各
サ
ー
ク

ル
、
ふ
れ
あ
い
教
室
参
加
者
の

作
品
展
示
(
書
逎
、
生
花
、
絵

画
な
ど
)

問
合
せ
先
　
東
和
袿
会
教
弯
館
　

　
讎
6
2
0
1

日
本
鋼
管
バ
レ
ー

選
手
が
き
ま
す

日
木
鋼
骨
の
パ
レ
ー
耀
手
が
。

区
内
の
巾
学
校
バ
レ
ー
部
・
Gを
直

接
指
導
す
る
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
教
室

を
吁
い
ま
す
。

一
般
参
加
は
で
膏
ま
せ
ん
が
、

見
学
は
自
由
で
す
。

日
眄
　
H

月
1
7日
(
日
)
、
午
唆
―

時
～
午
後
4
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

　
8
5
9
8
2
1
1

婦
人
水
泳

初
心
者
教
室

日
畤
　
H
月
1
6
・
1
8
・
1
9
・
刀
一
・
　

2
2
日
午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
　

3
0分

全
回
受
講
可
能
な
方

場
所
　
竹
の
筱
温
水
プ
ー
ル

定
員
　
圍
名

費
用
　
千
1
0
0円

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
。
年
齡
、
電
話
番
号

を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
　
H

月
1
0日
(
消
印
有

効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
の
塚
温
水

フ
ー
ル
(
〒
1
2
1
西
保
木
間
4
-
　

1
0
-
-
1
`
。8
5
0
1
1
3
3
)

お
知

ら
せ

□
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
個

人
利
用
の
一
部
中
止

H
月
2
2日
(
金
)
・
2
3日
(
土
)

は
、
第
2
回
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
閧
催
の

た
め
一
部
個
人
利
用
が
で
さ
ま
せ

ヘ

利

用

で

癶
る

の

は

、

次

の

挿

目

で

す

。

▽
2
2
日
・
'
・
卓
球
(
指
導
貝
付
)

の

午

前

、
エ

ア

ラ

イ

フ
ル

、

サ

ウ

ナ

は

平

常

通

り

▽
2
3
日
・・
・
エ

ア

ラ

イ

フ
ル

、

サ

ウ

ナ

は

平

常

通

り

掲示板

□
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
文
化

講
演
会

日
時
　
1
1
月
1
6
日
(
1
、
午
唆
　

1
時
3
0
分～
1
時
郢
分

場
所
　
杉
並
公
会
富
(
衫
徨
区
　

上
荻
-
1
2
3
-
1
5
)

講
師
▽
竹
腰
天
代
f
氏
藷
　

滴
ぎ
v
俵
孝
太
郎
氏
{
二

ユ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
}

く
わ
し
く
は
、
尾
立
鮖
使
Q
　
(

　
M
3
3
0
0

ヽ
へ

。

□
「我
が
街
1
0
0
年
」写
真
展

日
程
　
1
1
月
5
・
6
日

場
所
　
柬
亰
ガ
ス
竹
ノ
塚
営
業

所
問
合
せ
先
　
柬
亰
ガ
ス

　
翻
2
2
4
1

□
技
能
講
習
「
や
さ
し
い
経
理

事
務
」-
同
和
対
策
事
業

曰
時
　
H

・
S
i
・
K
5・
2
6
　

・
2
7・
2
9日
、
午
後
6
時
～

9
時
1
0分

巽
用
　
無
料

申
込
日
時
　
H

月
H

・
1
2日
、

午
前
9
時
I
午
後
7
時

塲
所
・
申
込
・
問
合
せ
先
　
足

立
駭
業
訓
練
校
台
柬
分
校

(啝
亰
都
産
業
労
働
会
館
内
)

　
涓
2
9
6
I

□
雇
用
保
険
へ
加
入
を

凵
月
は
フ
鯱
用
保
険
適
用
促

進
月
問
と
し
て
相
談
窓
囗
を
開

設
し
ま
す
。
ま
だ
加
入
し
て
い

な
い
事
業
主
の
方
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先
　
咀
立
公
共
職
業
安

定
所

　
8
8
2
1
2
8
7

文化・スポーツ事業案内

K. A. 240. 000


